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要旨：本調査の目的は、2005 年に行われた第１回の調査に引き続き、自学自習システムを用
いた TOEIC 学習方法の有効性を検証することである。2005 年に行われた第１回の調査では、
TOEIC のスコアアップと学習時間の長さと進捗率の間に相関があることが明らかになった。
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1. はじめに 











5) 11 時間以上の自学自習を行うとほぼ確実に得点のアップが見込まれる。 
コンピュータ支援型英語教材の活用・効果の                     島田 武，塩谷 亨，橋本邦彦 













 学部 1 年生から 4 年生までの学生の中からボランティアを募り、その中から 45 名に調
査協力を依頼した。調査対象者には、調査の前後に１回ずつ模擬試験とカレッジ TOEIC
を受験してもらった。カレッジ TOEIC は、自学自習システムによる学習がスコアアップ
に与える影響を見るために用い、模擬試験は TOEIC の各 PART のうち、どの PART が学
生にとって得意又は不得意であるのかを見るために用いた。さらに学習進捗率も集計を
行った。これらは前回の調査と同様の手順である。 
 今回の作業スケジュールは表 1 の通りである。尚、自学自習が開始される直前の 11 月
末に、NetAcademy2 が新テストに対応した。 
 
10 月 4 日 学生への募集掲示 
10 月 18 日 説明会 
10 月 25 日 募集締め切り 
11 月 15 日 模擬試験（1 回目） 
11 月 25 日 カレッジ TOEIC（1 回目） 
  自学自習期間（約 2 ヶ月） 
1 月 31 日 模擬試験（2 回目） 




4.1. カレッジ TOEIC 
 表 1 のスケジュールが終了後、各 2 回の模擬試験とカレッジ TOEIC を受験した調査対
象者の数は 17 名であった。当初の 45 名から大幅に減少したのは、第 2 回のカレッジ
TOEIC 受験の資格を、12 時間以上の学習時間としたため、この時間に満たなかった調査
対象者が第 2 回のカレッジ TOEIC を受験しなかったからである。その結果、調査対象人
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 まず 2 回のカレッジ TOEIC の平均点の結果を示す。 
 
セクション カレッジ TOEIC1 回目 カレッジ TOEIC2 回目 差（2 回目-1 回目）
Listening 233 238 5 
Reading 163 198 35 
総合 396 436 40 















図１：カレッジ TOEIC の平均点（990 点満点中） 
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セクション 模試 1 回目 模試 2 回目 差（2 回目-1 回目）
Listening 16 18 2 
Reading 20 22 2 
総合 36 40 4 















図 2：セクション別の模擬試験の平均点（100 点満点中） 
 
 表 3 はセクション別の平均点(100 点満点)であり、図 2 はそれをグラフ化したものであ
る。ここで注目されるのは、どちらの回もリスニングセクションよりもリーディングセ
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PART 模試 1 回目 模試 2 回目 差（2 回目-1 回目）
PART I 47.3 54.8 7.6 
PART II 28.1 34.7 6.7 
PART III 29.1 28.5 -0.6 
PART IV 28.2 31.2 3.0 
PART V 41.5 42.9 1.4 
PART VI 38.5 33.3 -5.2 
PART VII 41.4 52.4 11.1 








PART I PART II PART III PART IV PART V PART VI PART VII
模試1回目 模試2回目
 
図 3：PART 別の正答率 
 
 第１回の模試の正答率に関しては、PART I、PART V、PART VII の順に高買った。一方
第 2 回の模試に関しては、PART I，PART VII、PART V の順に高くなった。どちらの模試
も、PART I の正答率が高いことが顕著であり、前回の調査と同様である。一方前回と異
なっているのは、PART V と PART VII の正答率の高さである。特に第 2 回模試の PART VII
は PART I と同じくらいにまで高くなっている。 
 前回の調査で PART II の正答率の低さが指摘されていたが、今回も高い正答率である
とは言えない。しかし、今回の模試でさらに顕著だったのは、PART III と PART VI の正
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答率の低さである。PART II に関しては、１回目と 2 回目の模試を比較すると改善が見ら
れるのに対して、PART III と PART VI は横ばいか、むしろ悪くなる傾向を示している。 
 その原因のひとつとして、今回の調査期間中に、NetAcademy2 の初中級コースが、新
TOEIC テストに対応したことが考えられる。その結果、旧 TOEIC テストの問題で自学自
習することができなくなった。そこで一番影響を受けたのが、問題形式が変わって難易
度の上がった PART III と、誤文訂正という形式そのものが無くなってしまった PART VI
であったと考えられる。というのも、調査で用いられたカレッジ TOEIC も模擬試験も問
題形式が古いままであったからである。ただしカレッジ TOEIC のセクション別の成績の
























A 50 50 10 100 
B 20 35 0 14.2 
表 5：進捗率 
 
協力者 コース合計学習時間 カレッジ TOEIC 得点差 
A 12:09:04  95 
B 12:51:53  -30 
表 6：学習時間と得点差 
 
 学習時間のみを見ると、A と B 両者には約 43 分の違いしかないが、カレッジ TOEIC
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れる。特に新テストの Part 3 と part 6 の変更による影響が考えられる。 





ず、リスニングに関しては、PART II から PART IV までのすべてのパートで、正答率が
低い。特に PART III が１つの対話に付き複数の解答を求められる問題に変更されたので、
難易度が以前よりも上がったことが影響している。そこでスコアアップの際には、元々
得点が容易な PART I を完璧に解答できるようにした後、模擬試験のスコアアップを参考
にすると、PART II の伸び率が大きいことを考慮して、PART II を重点的に学習すること
によってスコアアップが期待できる。PART II は、問題が短い文からなる質疑応答形式な
ので、学習者がたとえリスニングが苦手でも、スクリプトを頼りに学習が比較的容易に
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せて 4 回の試験を受験して協力してくださった学生諸氏にも感謝申し上げたい。 
 本調査は室蘭工業大学共通講座の平成 18 年度教育方法等改善経費により助成を受けて実施された。 
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